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➀自分たちの好きな祭りを利用して街を活性化させたい!(文化) 

②和歌山の人口減少を食い止めろ!! in 御坊(文化） 

③魚の捨てる部分を活用しよう（産業） 

④驚きのうまうまグルメ！？（産業） 

⑤切迫する災害。あなたの備えは十分ですか？（防災） 

⑥川魚で生き延びる！！（防災） 

⑦日高の制服を『ジェンダーレス』に！（国際）☆ 優秀賞 

⑧フェミニスト女子高生による避難所探訪!!（国際）☆優秀賞 

⑨摘果ミカンで生活の癒やしを（箕島高校） 

⑩森のアイドル（箕島高校）☆最優秀賞 

⑪飲食物に含まれるビタミン C 量の検出実験（理探） 

⑫ダンゴムシの交替性転向反応への足の切断による影響（理探） 

 

 

①アジア・オセアニア高校生フォーラム 

②ダ・ヴィンチ橋のベストを探る（理探） 

③日高高校生物部鳥類調査区域における渡り鳥の飛来状況

とその考察（生物部） 

④紀州備長炭とコーヒーくずを使った消臭剤について（科学部） 

⑤JENESYS2024 韓・日高校生交流訪韓研修 

⑥スタンフォード大学連携講座「Stanford-e-Wakayama」 

⑦全国高校生フォーラム 

令和６年度和歌山県高校生探究活動発表会・２学年探究学習成果発表会（全体会）が、2025年２月 7

日（金）本校にて開催されました。体育館では先月実施された２学年探究学習成果発表会（分科会）にお

いて地域と文化・地域と産業・地域と防災・国際社会と地域の各分野より選出された 8班と、総合科学科

理数探究より選出された 2班に加え、箕島高等学校 2班によるポスター発表が行われました。審査・講評

には和歌山県教育委員会より山田隆裕指導主事、櫻井卓馬指導主事をお迎えし、最優秀賞と優秀賞を決定

していただきました。また、並行して教室会場で 39班による分野別ポスター発表が行われたほか、体育

館ステージでは様々な活動・取組についてのプレゼンテーションが披露されました。 

◆ステージ発表を聞いて、普段あまり関わる

ことが少ない生物部や科学部の活動を知れ

て興味深かった。生物部の渡り鳥の調査で

は、実際に生物部の人たちが鳥の数を調べた

データで、明らかに鳥の数が減っているのが

知れて、自分も鳥を観察しながら散歩しに出

かけたくなった。 

◆ポスター発表を通して、普段捨てる部分を

再利用したり、ミカンの皮を使ったりできる

のを知って、今の時代にはすごく大事なこと

だなと思った。各グループすべて内容が異な

っていて、面白かった。実際に見たり、匂い

をかいだりできて、発表の内容をより詳しく

知ることができた。 

◆原稿を読むときにタブレットの方を見る

時間をもう少し短くしたり、声をできるだけ

大きく出そうと頑張ったが、実際どうだった

のか確認できなかったのでそれを確認した

り、まだまだ改善すべき点があるのを感じ

た。今回来てくれた人の感想やアドバイスを

しっかり読んで次に生かしたい。 

生徒のコメント・振り返りシートより抜粋 

ステージ発表 

ポスター発表テーマ 


